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	それでは、定刻になりましたので、会議を再開させていただきます。私は、後半の地区別会議の進行を務めさせていただきます山武出張所の若名と申します。よろしくお願いいたします。
まずは、会議に入る前に、初めて顔をあわせる方もいらっしゃるかと思いますので、各委員の簡単な自己紹介をお願いしたいと思います。
　では、髙橋さんのほうから順にお願いできますでしょうか。

　どうも、髙橋照美でございます。住所は山武地区の木原の北総長寿苑の並びになります。髙橋でございます。よろしくお願いいたします。

宇井正己でございます。住所は、麻生新田４の40ですけれども、いつも埴谷の宇井ということで通っております。よろしくお願いします。

　木原の細田地区で、髙橋さんのところは新しい集落ですけれども、私どものところは古村のほうですけれども、同じ細田の地区内で平山文昭といいます。２期目です。よろしくお願いします。

　伊藤和と申します。どうぞよろしくお願いいたします。地区は大木地区です。それこそ山武西小学校の一番近くに家がありますので、初めてということで、よくわからない点がいっぱいありますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　木原細田地区、平山委員と同じでございます。藤田和也と申します。こちらのほうは２期目ということになります。私の曽祖父の時代からいろいろ地域に少しでもお役に立てばということで協力をさせていただいています。また、私のほうも引き続きお世話になります。よろしくお願いいたします。

　住所でいうと埴谷、寺ケ台になると思います秋山と申します。今回初めてで、山武町に越してきて15年になります。よろしくお願いいたします。

　私は今回公募で初めて来させていただきました椎崎の朝見と申します。日向郵便局とＪＡ日向支所のすぐ後ろに椎崎グリーンタウン自治会という27棟の小さな自治会がございまして、そこで主人が小さな自治会の会長をやらせていただいて、亡くなった後、どうしてもって皆さんの要望でそこの会長を10年も、何か皆さんやめさせてくださらないで、そこで頑張っています。

　今回そういう関係で、山武市のいろんな気になることがあったりして、ちょうど広報紙に募集が載っていましたので、応募いたしまして採用していただきまして、本当にひよこで、１年生からのことで、全然組織とかやり方はわかりませんので、皆さんのご指導をいただきながら頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　埴谷の黒相典生です。家はもとの嵯峨庵というそば屋と林業センターの間ぐらいのところでありますけれども、出身というか、実家は森ですので、運送会社とともにうろうろ動いていますけれども、初めてですのでいろいろ教えていただきながらやっていきたいと思います。よろしくお願いします。

　私、埴谷の諸木内というところで、宇井さんと同じところなのですけれども、蕨と申します。

　今回ここに出させてもらう団体ということなのですけれども、ずっと団体ということで今回３期目になるのですけれども、長く務めさせていただいています。団体なのですが、私が今市のほうでやっているのは、農業委員会のほうは昨年終わったのですけれども、その後、農業事業の中で農業認定者会、皆さんご承知だと思うのですけれども、今、山武市では約350名の会員がいるのですけれども、その代表を仰せつかっているということでございます。何分ひとつよろしくお願いいたします。

　鈴木でございます。今回、この審議委員、２回目ということで参加をさせていただいています。私も団体の代表ということで、商工会の代表ということで、宇井さんも一緒なのですけれども、私もそちらに属させていただいて今回参加させていただいております。地区は旧山武の北のほうの外れです、板中新田。商売はキャンプ場を経営させていただいて、職場の中でもいろいろ去年あたりから特産品の開発というところで携わらせていただいたり、旧山武時代はライトフェスタ等、私ども青年部のほうに参加して企画等を行ってまいりました。

　いろいろと商工業を含めて、ご意見等言うところがありましたら協力させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。今日10名見えているのですが、全部で15名ということで、今日５名の方がご欠席です。団体の伊藤嘉一さんは前回も委員としてお願いしていました。香焼由和さん、香焼さんは今回初めて委員になられます。齊籐美由紀さん、齊籐さんも前回委員としてやられております。それと、公募により選任された者ということで、並木清治さん、それと山本守安さんは今回初めて委員ということでやっていただくことになります。

　続きまして、事務局のほうの紹介をさせていただきます。

　改めまして、事務局の企画政策課の今関と申します。もともと山武町の職員でございまして、生まれも育ちも山武の戸田でございます。３月までさんぶの森元気館のほうにおりましたけれども、あそこがご承知のように指定管理ということで、市の職員があそこに要らないということで、この４月から企画政策課のほうになっております。

　そんな関係で、皆様の事務局ということで、微力ではございますけれども、頑張らせていただく機会をちょうだいいたしました。今回欠席の方、山武地区はちょっと多いのでありますが、これは事務局、こちらのほうでご案内が遅れてしまったというのが一番原因として大きかったんではないかというふうに考えております。この点に関しましてはこれはおわび申し上げたいと思います。

　そんな状況で、非常に慣れない中、皆様に大変ご迷惑をおかけしてしまうかと思いますけれども、いろいろご指導いただきながら進めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　同じく企画政策課の藪と申します。よろしくお願いいたします。

　今の担当は男女共同参画と国際交流のほうをさせていただいておりまして、今回ちょっとお手伝いということで参加させていただいています。不慣れな点が多いと思いますが、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。私、山武出張所の若名です。山武出張所のほうに来まして今年で３年目になります。何か皆さんといろいろとやらせていただきました。ありがとうございます。　　　　　　今年度も色々とありますので、よろしくお願いしたいと思います。

　それでは、早速議事のほうに入らせていただきたいと思います。議題の６番目です。会長の互選ということです。地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定によりまして会長の互選をしていただきたいと思います。そのための座長ということで、どなたか選出していただきたいのですけれども、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

　昨年度も副会長だった髙橋さんにお願いしてもらいたい。

　一番近いところに座っているから。

　髙橋さん、お願いできますでしょうか。

　わかりました。場所が近いですから。

　では、座長ということでお願いしたいと思います。

　よろしいですか。
　お願いいたします。

　どうも、ご指名により座長を務めさせていただきます。なかなか不慣れで申しわけございません。よろしくご協力をお願いいたします。

　それでは、会長の選出まで座長を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。どうぞ委員の皆様、ご協力をよろしくお願いいたします。

　それでは、会長の選出につきましてご審議をいただきたいと思います。

　先ほど説明ございましたように、地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定により、会長は委員の互選により定められることになっておりますので、どなたか適任と思われる方がおられましたら、お名前を挙げていただければよろしいかと思います。

　なお、発言の際には、今早速手が挙がりましたが挙手をお願いいたします。

　では、年功のほうから平山さん。

　慣れたところで、髙橋さんにやっていただければと思うんですけれども。猪野さん、前会長がやめちゃって、要するに場慣れした人がいない。ですから、中央の空気を知っている人は髙橋さんしかいませんので、慣れたところでというとあれですが。
　すみません、藤田です。

　会長はそのままぜひお座りの髙橋さんにやっていただきたいなというところでございます。

　副会長についてなんですけれども、私自身恐縮なのですけれども、勉強したいなと思いますので、ぜひ。

　副会長はまだだよ。

　自選でご承認いただければと思います。お願いします。

　では、副会長はまたといたしまして、ただいまの平山委員、藤田委員からありました会長にという、私髙橋照美ということでありましたけれども、何かほかにご意見ございましたらどうぞ。

　平山さんに異議ないです。

　よろしくお願いします。（拍手）

　わかりました。ご推薦いただきましたので、私が不肖ですが、誠心誠意頑張ってやらせていただきたいと思います。
　要望になりますけれども、今非常に山武市が難しいときにきているのです。といいますのは、私はたまたまいろいろ今、市民自治条例策定委員会の委員をやっております。それから、いろいろな市民活動を担当している市民自治支援課、一応窓口のような形もさせていただいておりまして、非常に市の動きが今現在肌身をもって身にしみて、目に入ったり耳から入ったりしております。

　今、大変なところにきております。市長の再選がありましたので、椎名市長にもっと覇気のある行政をしていただきたいというふうに、ご本人にも私申し上げましたし、石橋を叩いて渡らないで、渡って是非いいまちづくり、住みよいまちづくり、安心したまちづくりをしてほしいということを言ってございますので、ひとつよろしくお願いいたします。（拍手）

　では、一応会長ということになりましたので、座長をおろさせていただきまして、会長として進めさせていただきます。

　まだ、あれだよ、議題が（１）（２）が終わってないから、　それが終わってから会長、引き続き進めてもらったらどうですか。副会長が残っていますよ。

　では、先ほど藤田委員からありました副会長の件ですが、あれは、私がやりたいということでしたけれども、何かありましたらどうぞ。

　いいですか。

　はい。

　藤田君の前向きな姿勢はすごくうれしいと思っておりますが、今本当のこの行政、大変な時期ですので、やはり私から思うと平山さんか蕨さんあたりにやってもらって、蕨さんはもう３期目です。平山さんも２期目ですので、藤田委員にはあれなのですけれども、会長のバックアップをしてもらったほうが良いのではないかなという私の意見でございます。

　では、ぜひ蕨さんに。先輩でございます。

　では、私のほうから。

　ご指名いただいたことは非常にありがたいんですけれども、やはりいろいろ熟練された方が会長さんをやってくれています。それからやはり若い方もどんどん入れて活性化につなげていかなければいけないなというふうに私は思います。すべて上の人だけでやるのではなくて、若い人の意見。特に藤田さんはやらせてくださいと手を挙げるくらいですから、かなりの熱意を持っているというふうに私は思うんですよね。

　そういうことで、こういう方にチャンスを与えて、全体会議、会長・副会長会議だとか、そういう場所に出てもらったらどうかなというふうに私は思います。

　ほかにご意見。

　すみません。今いろんな世代で若手を育てるベテランさんが勉強をしながら、育てるということをいろんなところでやっていますが、そういう意味からも次の時代を育てていくということも大事かなというふうに思って、ちょっと今感じました。全く新人ですが、今の世の中の育てるという、そういう意味でも若い方もいいかなと、蕨さんのご意見もいいかなとちょっと感じました。すみません。

　大変不慣れで申しわけありません。会長なんていうのは初めてやったものですから、前後しまして申しわけございません。

　改めまして、会長としまして今審議会の署名委員２名の方を選出させていただきたいと思いますので、私のほうからよろしいでしょうか。

　では、鈴木様、それから蕨様。

　毎回変わるのですよね。

　はい。そのたびごとに。
　はい。

　これは運営要綱第２条ということで規定されておりますので、よろしくお願いいたします。

　では、進めさせていただきます。

　では、議事次第に従って、改めましてもとに戻って副会長の選出について進めさせていただきます。

　今、朝見さん、蕨さんのご意見ございまして、ご本人がやりたいというのがありますんですが、会長として、では若手委員を育てていただくというか、若い方に勉強していただくということも非常に大事だと思いますので、ひとつ藤田和也さんに副会長をやっていただきますことで皆さんいかがですか。（拍手）

　では、副会長。すみません、あいさつを。

　すみません、あいさつさせていただきます。

　申しわけございません、あえて立候補させていただきました藤田和也でございます。２期目ということで、前回のことも少し頭に入れながら、諸先輩方が現役で頑張っているところで、足を引っ張らないかどうかということで、少しためらった部分もあったんですけれども、今非常に私の年代層は、変な意味ではなくて、愛国心というか、そういうものがないのが多いわけで、友達と話をしていても、もちろんワールドカップとかオリンピックになると別でありますけれども、やはりそれ以外の、例えば自分が住んでいる地区が一体どういう様子になっているのかなということとか、あと政府のそういったばらまきとか、いろいろ言われていますけれども、そういう政治関係が非常に伝え切れていないというか、関心を持っていないという仲間が結構多うございます。

　実際に今の就職難で、大学を卒業してもアルバイトにすら採用していただくことができないという友人も多々いる現状なのですね。何か自分が行政とのパイプといいますか、まちでは今こういうことを熱心にやっているんだよですとか、あるいはボランティアといったものに若手の力が必要だといったときには、自分の、要は身を粉にしてでも地域活動、あるいは若手、自分も含めてどんどんこういった場に出てもらえるように、自分から働きかけて頑張ってしていこうかなと思っています。

　それが、自分が思うには恐らく私たちが諸先輩方の年代になるころには、きっと自分たちに返ってきたり、あるいは孫、子の代にそれが還元されるのではないかなって、自分にできることから少しずつやっていこうかなと思っております。ぜひ皆様に教わりながらですけれども、今後ともよろしくお願いいたします。

　それでは、次にこれはちょっとすみません、事務局の案なんですけれども、市民提案型交流のまちづくり推進事業審査会委員というのは、２名選出しなきゃいけないとなっているのですけれども、これはどういう形で。ただ、それだけ漠然と書いてあるので、候補者をここから絞るわけですか。

ありがとうございました。それでは、議題（２）の第２期地域審議会までの経緯と今後のスケジュールについて、事務局のほうから説明をお願いいたします。

　それでは、会議資料のほうでございますけれども、１枚めくっていただきまして、まずこちら資料のほうなのですけれども、各地区別会議資料のほうですね。

地区別会議資料（山武地区地域審議会）と書かれている資料のほう、１枚めくっていただきたいと思います。こちらのほうは、山武地区地域審議会の経緯についてということで、もう既に第１期、第２期が終了しておりますけれども、まずこちら２ページのほうは第１期、18年度、19年度の経緯を記したものでございます。こちら簡単に申し上げますと、第１回は今回と同様の会長・副会長の選出、運営要綱、今後の運営について等をご確認いただきまして、第２回は総合計画策定の基本方針について、総合計画策定スケジュール案についてということでご確認をいただいております。

　また、11月に国保成東病院及び地域医療センターについての説明会、また年が明けて１月30日、こちらも説明会ということで、市役所の組織改編、行政評価を活用した総合計画の策定、こちらについてご説明をいただいております。

　また、３月に第３回としまして、19年度主要施策について、山武市総合計画についてということでご確認をいただきました。また、このあたりで議題の中にはございませんけれども、概要として地域交流センター等、こういったものについてもその開催にあわせてご説明をさせていただいているところであります。

　また、５月、第４回山武地区におけるまちづくり、また年が明けまして１月25日、第５回総合計画（原案）についてということで、こちら総合計画を策定する上で皆様にいろいろご検討いただいて、地域審議会の意見書をまとめて市のほうに提出をするというのが一つの大きなものとしてあったわけでございますけれども、こちら平成19年５月に意見書をまとめまして、市のほうに提出してございます。その意見書につきましては、４ページ以降のものになっております。

　すみません、２ページの第５回（未成立）ということになっておりますけれども、こちらのほうはそのときに出席者が過半数に至らなかったということで未成立というふうになっておりますが、その後、欠席の皆様にも資料と会議内容のご確認をいただいてご了承いただいているというようなものでございます。

　先ほどの４ページ以降の意見書のほうについてでございますけれども、こちら意見書につきましては総合計画を策定する上で意見を市のほうに提出したわけでございますけれども、どういったものを意見として提出したのかということで、５ページのほうをごらんいただきたいと思いますが、まずさんぶの森交流センターについて、それから山武地区の教育環境について、また３番農林業の進行について、また６ページへいきまして旧出光村、これは今、日向の森という名称になっておりますけれども、旧出光村の整備・活用方法、それから最後にＪＲ日向駅周辺の道路整備についてということで意見を提出してございます。詳細については後ほどごらんをいただければと思います。

　また、３ページのほうに戻っていただきまして、第２期の審議会の活動内容を示しているものでございます。こちら第１期と同様に、山武地区、15名ということで、地域審議会６回、その他勉強会等を１回開催してございます。

　まず、５月に第１回としまして、今回と同じような内容のものをご協議いただきまして、７月に第２回さんぶの森交流センターについて、またこのあたりから地域振興基金の活用方法についてというのがございます。このあたりは前半の会議のほうでご説明させていただきましたけれども、ここから地域振興基金の運用についてということで、各地区の意見をまとめる、そういったものがこのあたりからスタートしているというようなことでございます。

　７月に山武市総合計画についてご説明をさせていただきまして、平成20年の第３回地域振興基金の運用益の活用、ここでもまたご検討をいただいております。また、さんぶの森交流センターの進捗状況について報告をさせていただいております。

　また、20年第４回、ここは第１期のほうですと、２年間を通じて１回から５回までということでカウントしておるんですが、第２期から、これは年度で回数が振られるようになりましたので、誤りではございません。

　第４回あたりから山武市の公共交通についてということで、10月から基幹バス、デマンドタクシー等が試験運行という形で始まっていくわけですけれども、そのあたりについてもご意見を頂戴したというようなものになっております。

　平成21年度第１回のほうでまた公共交通、それから交流センターの整備、日向の森の土地利用について。

　また、平成21年度第２回、これはことしの３月ですけれども、地域振興基金運用益の活用方法について、それから地域公共交通総合連携計画についてということで、ご確認いただきました。

　なお、地域振興基金運用益の活用方法について、これは３月の段階で一応の地域審議会としての意見集約という形をとったわけでございますが、これが資料といたしましては８ページ、これは前半の会議でもごらんいただいておられるかと思いますが、こういう形で意見をまとめてございます。山武地区のほうとしましては、これは当然さまざまなご意見が出たわけでございますけれども、生活環境の改善を中心とした提案という形でまとめております。

　読み上げますと、個々の事業から絞り込むことは困難であることから、方針的なもので集約したい。合併により地域の生活機能が希薄化されていく危機を感じられることから、安心・安全な生活、都市機能が向上する事業に活用したい。安心して生活できる環境が構築されることが望まれる。公共交通事業についても安心できる生活基盤の一つとして検討することが可能というようなことでまとめたものでございます。

　あわせましてその隣、９ページのほうをごらんいただきたいと思います。こちらは22年度の地区地域審議会スケジュールの案でございます。

　まず７月６日、本日ですけれども、合同会議ということで開催してございます。この後、８月に地域審議会の会長・副会長ですけれども、８名お集まりいただきまして、今後市の全体の地域審議会という中でどういう方向性をもって進めていくかですとか、そういった調整を図っていただきたいと思っております。

　９月に、これは地域審議会における審議開始ということでございますけれども、９月の中旬ごろに地域振興基金の運用益金対象事業運用計画、市のほうがこの計画案を作成し、地域審議会の皆様にお諮りするという形で考えておりますので、このあたりで審議会を９月中旬に開催していただきたいと思っております。

　今後の流れにつきましては、一応９月中旬ぐらいに次の会を設けていただければと思っておりまして、またその後に関しましてはその状況に応じて開催をご検討していただければというふうに考えております。

　以上でご説明を終わります。

　どうも事務局ありがとうございました。

　ただいま事務局のほうから説明ありましたとおり、今後のスケジュールを含めて経緯が発表されました。これについてご質問か何かありましたら。

　はい、秋山さん。

　秋山です。

　第１期の提案書、意見書は個別に確認できるんですけれども、第２期についてはこういうあれではないのですか。

　はい、どうぞ。

　意見書という形で、必ずしも地域審議会として正式な形で出すということが必要なのではなくて、ここでも経緯の中でもご覧いただけますように、市のほうでも皆さんのご意見を頂戴したいときには、開催のときにあわせていろいろなものをお伺いしているというようなことでございます。

　そこで、意見書という形でなくても、その中でご意見を頂戴して、反映させていただいているというのがございまして、書類としては第１期のような、本当にきっちりとした形のものではございませんけれども、地域振興基金のものに関しては各地区ごとにまとめた１枚の用紙がございまして、それが意見を集約したものになります。

　よろしいですか、秋山委員。

　はい。

ほかにございませんか。どうぞ。
　伊藤ですけれども、審議会は何回かあると思うのですけれども、この次は９月ということですよね。それにあわせて私たちは何を勉強したらよいか注文ありますか。ただこの次に集まるだけでは余り意見もないと思うので、何か参考になることを調べたりとか、そういうことができればまた違った意見も出せるのかなと思うのですけれども。

　先ほど説明の中で１カ月前に資料を配るというような形でしたよね。

　はい。

　その中でまた２週間ぐらい前に自分の意見があればまたそれを出してくれれば、審議会に諮るか、回答はできますよというような形がありましたよね。今までもそういうあれはなかったのですけれども、資料をもらってちょっと目を通していくというような形かなと思うのですよね。特に自分で何かあれがあれば、そのときに意見を出してもらって、皆さんで協議し、それは準備ということですね。総会みたいな形じゃないと思いますので、ある程度協議内容というのは決められていくのですけれども、その中で縛られていくというだけではないと思うのですよね。

　内容的に難しい言葉が多いので。

　難しくなっちゃう。

　もう少し気楽に何か。

　そうだよね。

　大体毎回あれでしょう、議論する議題というのはそちらから出てくるのだよね。こういうものを今回の会議では議論しましょうよというのはね。ただ、それに縛られる必要はないということだよね。要するにその他で当然、委員のほうでほかに考えていることがあれば発言は可能だということだけれども、一応テーマというものは決められますよね。その次の会議ごとにいうことでね。

　すみません。先ほどのその他という中で、やはりいろいろ毎回多分お時間限りのある中で、非常に濃い内容で、私も議事録を読ませていただいただけなのですけれども、非常に濃い内容で皆さんご議論なさっている。その中で議題として上げても、それをじっくり深くやっていくというのは、その場ではなかなか無理だと思います。

　ですから、今のご質問のあれにはそれてしまうかもしれないんですけれども、事前にもし、今までの地域審議会の、山武地区の検討してきた流れがどうであったのかということであれば、ホームページのほうでも確認はできますし、もしあれでしたらこちらのほうで議事録はございますので、それをご覧いただくと。その中で、今まで地域振興基金に対してどういう議論がここでなされてきたので、それを踏まえた上でということもあるでしょうし、またそれはそれとしてのご意見というのもあるでしょうから、こちらのほうからどうと言うのはなかなか難しいですけれども。

　事務局のほうに確認を求めて、もう一度地域審議会の役割、具体的にこの会はどういったものを柱にして、どういう題材があってその話をするのかというのを、私はもちろんわかるんですけれども、初めての方もいらっしゃいますので、ぜひその柱と、あと地域別に、例えば先ほど蓮沼地区の今関さんが松尾の空港の話を熱心にされていましたけれども、地域ごとに盛り上がっている話というのはあるはずなのですよ、山武なら交流センターですとか。

　そういった今どういうものがメインに持ち上がってきて、今後こういう話が出てくるのではないかとか、そういうところが地域審議会の役割の説明と、もう一度確認の意味を込めて教えていただければと思います。

　どうぞ。

　事務局の今関です。

　どこまでご期待に沿える回答ができるかどうかなんですけれども、まず地域審議会につきましては、これは前半の会議でもございましたように、まず市から諮問がありまして、要するに市としてこういうのを考えているんだけれども、皆さんこれに対してどう思いますかというようなことで、地域審議会の皆さんにお諮りする。その中でご意見をいただいて、それを最終的に決定等をする中でそのご意見を踏まえて、必ずしもそれどおりにしなければいけないということではございませんけれども、それを踏まえて、尊重して進めていくというような流れになります。

　そのほかに、まるっきり受け身なのかというとそうではなくて、それ以外にも地域課題、山武地域として合併をして、こういった部分が何か廃れていってしまった。こういうものを地域の問題として取り上げて、何かこういう対策等を市に意見として提案するべきではないか。そういったものが地域審議会として議題として取り上げて、その中で意見書を出しましょうというような中でやっていくということもそれは一つだと思います。ですので、地域審議会の職務としては諮問に対する審議、答申、それから独自の地域の問題に対して意見を出すというようなことでよろしいかというように思います。

　これは先ほども発言しました今関委員は蓮沼の前回会長をやっていた方で、会長・副会長の合同会議のとき、あの方が一番よく疑問に思って発言されたことは、地域審議会がどこまでの権限があるのかと。ここで意見が出たことが果たしてそれが行政のほうに反映されるのかどうか。いや、これは議会の議決がなきゃだめだとか、そういうふうになったり、いろんなことがあると、何のための審議委員会なのかということをかなり強く発言をしていたんですよ。

　いや、慎重に取り上げて、審議して、行政のほうもなるべく尊重していきますというふうな事務局のほうの答えで終わっているのですよね。ですから今、今関さんのような形のままでずっと来ているのですよ。ですから、そこのところはまだ明確になっていない。

　市長のさっきのあいさつの中にも非常に前向きな発言がありましたけれども、だけど果たしてそれが地域審議会の審議したことがどこまで反映されるのかちょっとまた疑問なところがあるので、これからその辺をまたもっともっと詰めていかなければと思いますね。

　それに関して。１期、２期で具体的に提案されたのは１期だろうと思うのですけれども、実際行政で反映されたケースというのはあるんですか。

　よろしいですか。

　どうぞ。

　私も答えに対してどうなったというのは、件数ごとにというのはとらえておりませんので、的確な答えができかねますけれども、ただ少なくとも最初の第１期のときの意見書、これについては総合計画を策定する上でそういった意見を踏まえてつくらせていただいているということで認識しております。

　それ以外にも地域審議会の方にお諮りして、地域交通の関係ですと、運行の計画等でご意見をいただいた中で反映したと。具体的にどういう部分を反映したというところまではちょっとご説明できなくて申しわけないのですけれども、そういった部分でちょこちょこ意見をいただいた中で対応させていただいている部分は幾つかあると思います。件数については申し上げられなくて申しわけございません。

　何か生意気なようだけれども、私がやってきた中では、名前が審議委員ですから、市長、議員さんたちがこういうことをやりたいというのをいいか悪いか審議するのが本当の仕事と。今までかつてこれは悪いからやめろということもないから、そのまま我々は、ああいいことですねということで進んできていると思います。

　それから、先ほど事務局が言ったように、何か旧山武のほうでこういうこともしたいなという要望もこの中に含んでおりますよということで、さんぶの森公園のこととか、いろんな、こんなふうにしていきたいなという話し合いがここにまとまっていると思います。そんなものは審議委員の仕事みたいだなと、イエスかノーかというぐらいで、余りこうやれああやれということは我々の仕事ではない。そんなふうに感じられております。こんなことですみません。

　大分時間も詰まってきましたので、先に進みたいと思いますけれども、よろしいですか。

　それでは、議題の３番目ですか、市民提案型交流のまちづくり推進事業審査会委員、これは審査員ですよね、これに２名ほど選出しなければいけませんけれども、どなたか私がやると、やりたいという方。

　会長、よろしいでしょうか。

　はい、どうぞ。

　もし差し支えなければ、いろいろこの件に関しては前半の会議でもご説明させていただいておりますので、お時間が一応５時までということなものですから、逆にご質問があればそれに対してお答えさせていただいて、委員さん２名をお決めいただければと思います。

　では、審査委員というのを簡単に説明いただけますか。

　それでは、ご説明させていただきます。

　要するに市民活動を自主的、地域性のある活動をＮＰＯですとかボランティア、自治会などが計画する場合に、その活動に対して市が補助金を交付しますよということになるわけなんですけれども、その補助金の財源というのが地域振興基金、これを活用するわけであります。

　それもただ単に書類審査だとか、それだけではなくて、審査員さんを設けて、その審査を通った団体に補助金を交付させていただくというような流れになっております。

　この審査につきましては、基本的にはまずプレゼンテーション、申請を受けて、その書類審査と10分程度のご説明を受けて、それで可か不可かというようなことになるわけですけれども、その審査。

　それから、今度はその補助を受けて最終的に実施した活動がどうであったのか、これを評価するというのが一つございます。

　今年度につきましては、今年度実施する事業のまず審査と評価ですので、それがそれぞれ１日ずつ。それから来年度、４月１日からスタートする事業について、これを本年度中に審査をするということになりますので、基本的には今考えられるのは３日間、今年度中は３日間ということで、多分来年度につきましては２回ということになると思います。年２日出ていただくということになろうかと思います。

　任期については２年ということで、地域審議会の委員の皆様と同じ任期になります。

　簡単ですが、以上です。

　皆さん、今説明がありましたとおりの審査委員だそうですので、何か自分で審査委員になりたい方がいらっしゃいましたら、挙手、名乗り出ていただけますか。２名です。

　骨折りついでに、会長・副会長にやっていただけるといいなと思います。

　ほかにございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　よろしいですか。では、皆さんのご指名によりまして、会長・副会長がこの審査委員にならせていただきます。ありがとうございました。

　それでは、議題の４、意見交換ですけれども、時間があと５分しかありませんので、事務局、それでよろしいですか。

　そうですね。５分程度でそれぞれの皆さん、何かございましたら。

　何か意見ございましたら。

　すみません、今度２回目は９月の予定ということは、この山武の中のこういう会議を２回目にやるということ、全体会ではなくて２回目、そういうことですか。

　各地区で今度はさんぶの森中央会館になります。

　ああそうですか、さんぶの森、そうですか。お知らせが来ますよね。

　ええ、ご案内させていただきます。

　１つすみません。

はい、どうぞ。

　１期のときはいろいろあれですが、２期のときは５月23日に始まっているんですけれども、今回７月６日で、始まる時期とかそういうのは特に決まっていなくて、いろんな都合でたまたま今年はこの日なのでしょうか。もうちょっと早目に始めたほうがいろいろスムーズだと思います。

　事務局。

　事務局でございます。

　ご指摘のとおりで、今回状況としまして蓮沼のほうで公募委員さんが定員に達しなくて、２次募集をかけさせていただいたというのがございました。このあたりにつきましては、それも含めてもうちょっと早く対応ができたんであろうと思っております。ですので、そのあたりにつきましては今後それを踏まえて対応をさせていただきたいと思っております。ご指摘のとおりです。

　よろしいですか。他になにかございませんか。
（「はい」の声あり）

　非常に私の段取りが悪くて不行届で申しわけございません。
　ございませんでしたら、ちょうど５時になりましたので、これにて委員会を閉会いたします。よろしいですか。

　では、これをもって閉会とさせていただきます。どうも長い間ありがとうございました。（拍手）


